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はやぶさ２の運用
小惑星到着 地球帰還

※太陽系探査科学分野については、ボトムアップの探査だけでなく、プログラム化された探査も進める ※以上すべて文部科学省

※ボトムアップを基本としてJAXAの宇宙科学・探査ロードマップ
を参考にしつつ、今後も一定規模の資金を確保し、推進する

運用
水星到着

開発
打上げ

水星探査計画(BepiColombo)[ESAが打上げ担当のプロジェクト]

運用（平成31年度より後期運用開始）開発

ジオスペース探査衛星(ERG)

打上げ

運用戦略的中型１
打上げ

戦略的に実施する中型計画に基づく衛星（10年で3機）

公募型小型計画に基づく衛星（2年に1回）

多様な小規模プロジェクトの着実な実行、人材の育成

運用小型月着陸実証機(SLIM)の開発
打上げ

運用公募型小型3

公募型小型4

打上げ

打上げ

運用
打上げ

次世代赤外線天文衛星(SPICA)の2020年代中期の打上げに関する検討も行う

戦略的中型2
打上げ

運用

開発研究 フロントローディング
火星衛星サンプルリターン計画(MMX)

調査研究

運用木星氷衛星探査計画(JUICE)への参画
打上げ

Ｘ線分光撮像衛星(XRISM)の開発

打上げ

深宇宙探査用地上局の整備

深宇宙探査技術実証機
(DESTINY+)の開発

多様な小規模プロジェクト等の機会を活用した特任助教（テニュアトラック型）の制度の運用



25 宇宙科学・探査
成果目標
【基盤】 学術としての宇宙科学・探査について世界的に優れた成果を創出し人類の知的資産の創出に寄与するととも
に、我が国の学術研究と宇宙開発利用を支える人材を育成する。

２０１８年度末までの達成状況・実績
 はやぶさ２について、小惑星リュウグウに到着し、世界初となる探査活動等を着実に実施した。
 水星探査計画（BepiColombo）について、欧州宇宙機関との国際協力の下、打上げを実施した。
 Ｘ線分光撮像衛星（XRISM）について、２０２１年度の打上げを目指し引き続き開発を進めた。
 戦略的中型計画１の候補である火星衛星サンプルリターン計画（MMX）について、２０２４年度打上げを目指し、開

発研究を継続した。
 公募型小型計画に関して、小型月着陸実証機（SLIM）について、２０２１年度の打上げを目指し開発を進めるととも

に、公募小型計画の具体化に向けた開発研究を進めた。
 欧州宇宙機関が実施する木星氷衛星探査計画（JUICE）への参画等、小型衛星・探査機やミッション機器の開発機

会を活用した特任助教（テニュアトラック型）の制度を導入し、採用を開始した。

２０１９年度以降の取組
 宇宙科学・探査の着実な実施に向け、プログラム化を進めるとともに、フロントローディング（開発スケジュール遅延

やコスト増を招く可能性のあるキー技術について一定の資源を投入して事前に実証を行う）を実施する。
 はやぶさ２について、小惑星リュウグウでのタッチダウン・サンプルリターンを進める。
 Ｘ線分光撮像衛星（XRISM）について、２０２１年度の打上げを目指し引き続き開発を進める。
 小型月着陸実証機（SLIM）について、２０２１年度の打上げを目指し開発を進める。また、火星衛星サンプルリター

ン計画（MMX）について、２０２４年度の打上げを目指してフロントローディングに取り組む。
 戦略的中型計画２の候補ミッションの技術検討等を進めるとともに、深宇宙探査技術実証機（DESTINY+）といった

公募型小型計画の具体化に向けた取組等を推進する。
 欧州宇宙機関が実施する木星氷衛星探査計画（JUICE）への参画等、小型衛星・探査機やミッション機器の開発機

会を活用した特任助教（テニュアトラック型）の制度を引き続き進める。
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４．（２）① ix）宇宙科学・探査及び有人宇宙活動

国際宇宙探査

第２回国際宇宙探査
フォーラム（ISEF2）

国際宇宙探査
の検討に向け
た原則とすべき
基本的な考え
方を取りまとめ

※以上すべて文部科学省

運用
打上げ

運用小型月着陸実証機(SLIM)の開発
打上げ

・深宇宙補給技術（ランデブ・ドッキング技術等）
・有人宇宙滞在技術（環境制御技術等）
・重力天体離着陸技術（高精度航法技術等）
・重力天体表面探査技術

（表面移動技術、掘削技術、水氷分析技術等）

技術検討・国際調整

技術実証

戦略的中型１開発研究
火星衛星サンプルリターン計画(MMX)
調査研究 打上げ

フロント
ローディング

・月近傍有人拠点（Gateway）（米国等との協力）
・月着陸探査活動（インド等との協力）

【再掲】

【再掲】



27 国際宇宙探査
成果目標
【基盤】 他国の動向も十分に勘案の上、その方策や参加の在り方について、慎重かつ総合的に検討
を行う。

２０１８年度末までの達成状況・実績
 第２回国際宇宙探査フォーラム（ＩＳＥＦ２）の議論を踏まえつつ、米国が構想する月近傍の有人拠

点への参画や、インド等との国際協力による月への着陸探査活動の実施などを念頭に、国際プロ
グラムの具体化が図られるよう、主体的に技術面や新たな国際協調体制等の検討を進めた。国
際プログラムの実施が宇宙科学探査にも貢献できるよう、国内外の科学コミュニティとの議論の機
会を持つなど連携を進めた。

 本年１１月の米副大統領の総理表敬において月近傍の有人拠点等に関する協力の具体的検討
の実施を確認した。

 国際宇宙探査のプログラムの具体化に先立ち、我が国として優位性や波及効果が見込まれる技
術の実証に、宇宙科学探査における無人探査（小型月着陸実証機（ＳＬＩＭ）や火星衛星サンプル
リターン計画（ＭＭＸ））と連携して取り組んだ。

２０１９年度以降の取組
 米国が構想する月近傍の有人拠点（Gateway）への参画について、我が国の科学探査への貢献や

地球低軌道における有人宇宙活動との関係にも留意しつつ、米国、欧州等も含めた国際調整や
具体的な技術検討・技術実証を主体的に進める。

 国際協力による月への着陸探査活動の実施等についても国際調整や具体的な技術検討を行う。
 国際宇宙探査の実施に当たっては、引き続き、民間事業者とも連携しつつ進める。

 小型月着陸実証機（SLIM）について、２０２１年度の打上げを目指し開発を進める。また、火星衛星
サンプルリターン計画（MMX）について、２０２４年度の打上げを目指してフロントローディングに取
り組む。【再掲】


